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2さが市議会だより第 94号（令和 8年 2月定例会）

一般会計当初予算の推移

令和8年度 佐賀市の予算
過去最大の1,198億円でスタート

歳　入
1,198億円

歳　出
1,198億円

自主財源
443.8億円

市税
348.2億円

民生費
525.8億円

教育費
127.4億円

総務費
139.2億円

公債費
92.5億円

衛生費
123.3億円

土木費
72.7億円

繰入金
30.5億円

地方交付税
202.0億円

国庫支出金
262.7億円

県支出金
128.3億円

交付金
82.6億円

市債
70.9億円

諸収入
27.5億円

地方譲与税  7.8億円

その他  1.9億円

消防費  39.5億円

寄附金  13.0億円
財産収入  4.9億円

使用料および手数料
17.7億円

依存財源
754.2億円

農林水産業費  40.0億円

商工費  27.7億円 議会費  6.0億円

その他  3.8億円

1,200
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600

※端数処理をしています。
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２
１
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円

１
１
９
８
億
円

１
１
３
２
億
円

令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
0

民生費
総務費
教育費
衛生費
公債費
土木費
農林水産業費
消防費
商工費
議会費

………
………
………
………
………
………
…

………
………
………

社会福祉、高齢福祉、児童福祉など
市役所の管理、運営、広報など
学校、幼稚園、社会教育など
保健衛生、ごみ、し尿処理など
市債の元金償還と利子の支払いなど
道路、公園、河川の維持管理など
農林水産業の振興など
消防、防災活動など
商工業の振興など
市議会の運営など

一般会計に対し、特定の歳入歳出を一般の歳入歳
出と区別して処理するための会計を特別会計と
いいます。
佐賀市には、３つの特別会計があります。

地方公営企業法の全部または一部が適用される
公営企業の会計を企業会計といいます。
佐賀市には、５つの企業会計があります。

国民健康保険

自動車運送（市営バス）

R8当初予算額
R7当初予算額
前年度比

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

255億  600万円
261億3,000万円

△2.4％

13億3,300万円
13億7,400万円
3億3,900万円
3億9,200万円

国民健康保険診療所

R8当初予算額
R7当初予算額
前年度比

1億4,100万円
1億2,300万円

14.6%

後期高齢者医療

R8当初予算額
R7当初予算額
前年度比

53億8,300万円
44億7,000万円

20.4%

水　道
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

45億2,900万円
42億7,800万円
6億7,300万円
21億3,100万円

下水道
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

87億3,000万円
86億  600万円
51億8,100万円
69億6,100万円

工業用水道
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

1,800万円
1,500万円
1,800万円
2,300万円

富士大和温泉病院
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

13億  900万円
16億4,800万円
1億9,100万円
2億7,200万円

一 般 会 計

企 業 会 計 特 別 会 計

過去最大を
更新 歳出予算の分類について解説します

令
和
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年
度

佐
賀
市
の
予
算

令
和
８
年
２
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

一
般
質
問

佐
賀
市
議
会
ガ
イ
ド
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☆
あ
た
り
ま
え
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
関
連
経
費　
　
　
２
９
５
０
万
円

・
市
民
に
と
っ
て
の
「
あ
た
り
ま
え
」

を
ま
ち
の
魅
力
と
し
て
発
信
す
る
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

☆
大
学
機
能
強
化
支
援
事
業　

  

３
億
円

・
西
九
州
大
学
佐
賀
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

「
健
康
デ
ー
タ
科
学
部
」
（
仮
称
）

を
新
設
す
る
学
校
法
人
永
原
学
園
に

対
す
る
補
助

★
結
婚
新
生
活
応
援
事
業

１
８
５
０
万
円

・
新
婚
世
帯
に
対
す
る
家
賃
や
引
越
費

用
等
の
補
助

☆
Ｄ
Ｘ
推
進
経
費
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

推
進
経
費        

１
億
７
４
１
５
万
円

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
Ｄ
Ｘ
化
推
進
、

Ｄ
Ｘ
ツ 

ー
ル
の
活
用

★
男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
事
業

５
３
８
万
円

・
男
性
従
業
員
の
育
児
休
業
取
得
に
取
り

組
む
事
業
所
へ
の
奨
励
金

★
中
山
間
地
域
交
流
人
口
創
出
・
拡
大

　
事
業　
　
　
　
　
　
　

 

１
３
７
４
万
円

・
中
山
間
地
域
へ
の
さ
ら
な
る
誘
客
を

図
る
た
め
の
調
査
お
よ
び
広
報

★
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
コ
ラ
ボ

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
整
備
事
業

４
８
５
８
万
円

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
気
軽
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ト
の
整
備

★
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
練
習
場
整
備
事
業

３
６
４
１
万
円

・
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
競
技
を
楽
し
め
る
練
習
場
の

整
備

☆
東
名
遺
跡
・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業　
　

  

17
億
３
２
２
９
万
円

・
東
名
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
、
史
跡
地

の
屋
外
展
示
整
備
等
に
要
す
る
経
費

☆
窓
口
改
革
推
進
事
業  

４
７
８
１
万
円

・
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
窓
口
改
革
の

推
進

★
医
療
的
ケ
ア
児
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業

６
５
５
万
円

・
医
療
的
ケ
ア
児
を
介
護
す
る
家
族
等

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
訪
問
看

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

☆
産
後
ケ
ア
事
業　
　

  

１
６
７
９
万
円

・
出
産
後
の
母
子
に
対
す
る
産
後
ケ
ア

の
実
施

★
グ
リ
ー
ン
ア
グ
リ
バ
レ
ー
計
画
推
進

事
業　
　
　
　
　
　

  

１
３
５
２
万
円

・
清
掃
工
場
周
辺
に
進
出
す
る
農
業
事

業
者
へ
Ｃ
Ｏ
２
お
よ
び
熱
を
供
給
す
る

設
備
の
整
備

☆
清
掃
工
場
施
設
大
規
模
改
修
事
業

20
億
50
万
円

・
清
掃
工
場
の
基
幹
設
備
の
改
修
等

★
高
齢
者
あ
ん
し
ん
見
守
り
サ
ポ
ー
ト

事
業　
　
　
　
　
　
　

  

１
１
０
万
円

・
位
置
情
報
提
供
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
支
援

総　
務

福
祉
生
活

教
育
環
境

令和８年度当初予算の主要事業を、常任委員会の所管ごと
に紹介します。★は新規、☆は継続です。

令和８年度予算

重点事業をピックアップ

バスケットボールコート整備イメージ

東名遺跡・埋蔵文化センター整備イメージ

佐賀市清掃工場

令
和
８
年
度

佐
賀
市
の
予
算

令
和
８
年
２
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

一
般
質
問

佐
賀
市
議
会
ガ
イ
ド

　
常
任
委
員
会
の

　
審
査
報
告

　
委
員
会

　
活
動
リ
ポ
ー
ト



5 さが市議会だより第 94号（令和 8年 2月定例会）

★
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
支
援

事
業　
　
　
　
　
　

  

２
０
０
０
万
円

・
中
小
企
業
者
が
行
う
職
場
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
に
対
す
る
補
助

☆
価
値
あ
る
体
験
提
供
事
業

　
　
１
６
２
０
万
円

・
市
民
に
と
っ
て
の
「
あ
た
り
ま
え
」

を
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
の
「
魅
力

的
な
観
光
資
源
」
と
し
て
発
信
す
る

た
め
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等

☆
街
な
か
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
促
進
事
業

２
０
５
０
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
来
訪
者
の
街
な

か
誘
導
お
よ
び
回
遊
・
消
費
行
動
の

促
進
に
向
け
て
行
う
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

と
の
連
携
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
等

☆
水
草
対
策
推
進
関
連
事
業

１
億
６
５
９
６
万
円

・
水
路
な
ど
に
大
規
模
に
繁
茂
す
る
特

定
外
来
生
物
（
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ

ト
ウ
、
ブ
ラ
ジ
ル
チ
ド
メ
グ
サ
）
の

防
除
お
よ
び
再
繁
茂
の
抑
制

★
１
か
月
児
健
康
診
査
事
業

７
１
５
万
円

・
疾
病
の
早
期
発
見
に
資
す
る
生
後
１

か
月
児
健
康
診
査
の
導
入

★
水
泳
授
業
民
間
委
託
試
行
事
業

１
２
２
４
万
円

・
水
泳
授
業
の
民
間
委
託
の
試
行

☆
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
等
機
器
整
備

事
業　
　
　
　

  

10
億
７
１
１
１
万
円

・
児
童
生
徒
用
１
人
１
台
パ
ソ
コ
ン
の

更
新

★
小
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業　

６
億
８
０
８
０
万
円

・
小
学
校
給
食
費
の
無
償
化

☆
図
書
館
大
規
模
改
修
事
業

１
億
２
４
０
７
万
円

・
市
立
図
書
館
本
館
の
大
規
模
改
修
に

係
る
実
施
設
計

産
業
建
設

水草繁茂の様子

ＳＡＧＡモビリティセンター（仮称）イメージ図

☆
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
モ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備

支
援
事
業       　

  

３
億
２
７
７
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
モ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
を
整
備
す
る
交
通
局
に
対

す
る
補
助

・
地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業
費
補
助
金

（
令
和
８
～
９
年
度
債
務
負
担
行
為
限

度
額           

７
億
３
８
６
６
万
円
）

佐
賀
市
Ｈ
Ｐ

「
令
和
８
年
度
当
初
予
算
の
概
要
」

詳
し
く
は
こ
ち
ら
➡

☆
森
林
経
営
管
理
事
業　
８
２
２
３
万
円

・
森
林
経
営
管
理
制
度
に
基
づ
く
森
林
整

備
や
、
森
林
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の

人
材
の
確
保
・
育
成
、
木
材
の
利
用
促

進
や
普
及
啓
発
等

★
佐
賀
城
お
濠
排
水
ポ
ン
プ
整
備
事
業

６
６
１
０
万
円

・
事
前
排
水
に
よ
る
貯
水
機
能
向
上
の
た

め
の
常
設
の
排
水
ポ
ン
プ
整
備

★
高
木
瀬
西
調
整
池
整
備
事
業１

１
５
０
万
円

・
貯
留
容
量
拡
大
の
た
め
の
調
整
池
の
掘

り
下
げ
に
係
る
測
量
設
計

★
ど
ん
ど
ん
ど
ん
の
森
ふ
れ
あ
い
広
場

再
整
備
事
業　
　
　
　
　
６
８
６
万
円

・
市
立
図
書
館
の
大
規
模
改
修
と
一
体
的

に
行
う
再
整
備
の
た
め
の
測
量
設
計

★
地
域
公
共
交
通
再
構
築
実
証
事
業

３
４
１
０
万
円

・
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
等
の
実
証
運

行

令
和
８
年
度

佐
賀
市
の
予
算

令
和
８
年
２
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑
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般
質
問
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賀
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6さが市議会だより第 94号（令和 8年 2月定例会）

討論は動画配信
でご覧ください。

討論とは、議案などの案件について、採決前に賛成または反対の立場から、その理
由を述べて意見を表明することです。

3 月 3 日に議決した議案に
対する討論 ➡

3 月 24 日に議決した議案に
対する討論 ➡

　
令
和
８
年
２
月
定
例
会
は

２
月
26
日
に
開
会
し
、
３
月

24
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
物

価
高
騰
へ
の
対
応
な
ど
緊
急

な
措
置
を
要
す
る
経
費
の
ほ

か
、
国
の
予
算
措
置
に
呼
応

し
た
事
業
や
決
算
見
込
み
等

に
よ
る
補
正
で
す
。
そ
の
主

な
も
の
は
、
高
齢
者
等
・
非

課
税
世
帯
生
活
支
援
金
支
給

事
業
、
川
副
中
央
幹
線
道
路

整
備
事
業
、
新
基
本
計
画
実

装
・
農
業
構
造
転
換
支
援
事

業
な
ど
で
す
。

　
補
正
予
算
の
総
額
は
約

32
億
８
１
０
０
万
円
で
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
、
約

１
２
１
４
億
９
３
０
０
万
円

と
な
り
、
前
年
度
同
期
に
比

べ
、
１
・
０
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
度

の
一
般
会
計
の
総
額
は

１
１
９
８
億
円
で
、
令
和
７

年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
、

66
億
円
、
５
・
８
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

（
詳
細
は
Ｐ
２
～
５
）

議決した案件の内訳
当初予算案　　９件 補正予算案　 9 件 条例案　１５件 一般　  ５件
人事（同意）　   ３件 人事（諮問）  ３件 意見書　　１件 修正案　１件

令和８年２月定例会の概要

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。  　
　
　

     （
議
案
37
）

▼

坂さ
か
い井　
　
元は
じ
め 

氏

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た
。 　

 （
議
案
39
）

▼

永な
が
い
し石　

　
亀す
す
む 

氏

監
査
委
員
の
選
任
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。  　
　
　

      （
議
案
38
）

▼

大お
お
し
ま島　

竜り
ゅ
う
じ二 

氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て
異
議
な
き
旨
答
申
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
諮
問
１
～
３
）

▼

土ど

い井　
健け
ん
た
ろ
う

太
郎 

氏

▼

木き
は
ら原　

久く

み

こ
美
子 

氏

▼

富と
み
よ
し吉　
千ち
あ
き昌 

氏

人　

事

賛否が分かれた議案等の採決結果
賛成：○　　反対：●　　退席：退　　欠席：欠

市…市民共同、共…日本共産党、S…STEP-UP FOR SAGA、参…参政党
（松永幹哉議員は議長のため、採決に加わっていません。）

会派等 自民さが 自民市政会 ネットワーク佐賀 公明党 自民清流 市 共 S 参

氏　名

川
副
龍
之
介

宮
﨑
　
　
健

西
岡
　
義
広

江
頭
　
弘
美

千
綿
　
正
明

江
原
　
新
子

川
﨑
　
健
二

稲
葉
　
嵩
広

中
尾
　
和
幸

山
口
　
弘
展

諸
冨
八
千
代

黒
田
　
利
人

重
田
　
音
彦

永
渕
　
史
孝

藤
井
　
英
貴

岡
山
　
香
織

山
崎
　
　
純

山
田
宏
一
郎

山
田
誠
一
郎

藤
田
　
佳
典

德
永
　
文
子

草
場
　
健
次

江
口
由
里
子

村
岡
　
　
卓

中
島
　
妙
子

野
中
　
宣
明

吉
川
　
正
剛

平
原
　
嘉
德

重
松
　
　
徹

西
岡
　
真
一

御
厨
　
洋
行

山
下
　
明
子

山
本
　
　
愛

南
里
　
朱
美

山
下
　
勝
也

第１号
議案

修正案 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●
原案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

第2号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
第4号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
第21号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
第22号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
第27号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
第31号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
意見書第1号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●
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令
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２
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会
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7 さが市議会だより第 94号（令和 8年 2月定例会）

議案等の審議結果議案等の審議結果

※は３月３日に議決、その他は３月２４日に議決		
水色で着色し議案番号を〇で囲んだ議案等は、賛否が分かれたものです。６ページに詳細を掲載しています。	
★…詳細は１０ページの常任委員会の審査報告（総務委員会）へ		

議案番号 議　　案　　名 概　　要　　等 審査結果

1
令和８年度一般会計予算

【修正案の内容】プロスポーツチーム連携事業の 4 億 9,153 万円
を 4 億 3,896 万円に減額…★

総額  1,198 億円 原案可決

2 令和８年度国民健康保険特別会計予算 総額  255 億 562 万円

可決

3 令和８年度国民健康保険診療所特別会計予算 総額  1 億 4,075 万円
4 令和８年度後期高齢者医療特別会計予算 総額 53 億 8,311 万円
5 令和８年度自動車運送事業会計予算
6 令和８年度水道事業会計予算
7 令和８年度工業用水道事業会計予算
8 令和８年度下水道事業会計予算
9 令和８年度富士大和温泉病院事業会計予算

10 ※ 令和７年度一般会計補正予算（第９号） 補正額 32 億 8,129 万円
11 ※ 令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 補正額 4 億 9,846 万円
12 ※ 令和７年度国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号） 補正額 △ 224 万円
13 ※ 令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 補正額  △ 87 万円
14 ※ 令和７年度自動車運送事業会計補正予算（第２号）
15 ※ 令和７年度水道事業会計補正予算（第４号）
16 ※ 令和７年度工業用水道事業会計補正予算（第１号）
17 ※ 令和７年度下水道事業会計補正予算（第３号）
18 ※ 令和７年度富士大和温泉病院事業会計補正予算（第２号）

19 特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
子ども・子育て支援法の改正により、乳児等通園支援事業 ( こ
ども誰でも通園制度）が給付化されることに伴い、当該事業の
運営に関する基準を内閣府令で定める基準に従い、または参酌
して定める

20 公告式条例の改正
地方自治法の改正を踏まえ、条例の公布に必要な市長の署名に
代わる措置を追加するとともに、規則の公布に係る市長等の署
名を記名押印に変更する

21 ※ 事務分掌条例の改正 組織機構の改編に伴い、所要の改正を行う

22 市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び市長等の
給与に関する条例の改正

市特別職給料等審議会の答申を受け、議員、市長、副市長、教
育長、企業管理者および常勤の監査委員の給料等を改定すると
ともに、常任委員会、議会運営委員会および特別委員会の委員
長および副委員長の議員報酬への加算措置を新設する

23 職員の給与に関する条例の改正
人事院勧告等を踏まえ、一定の要件を満たした場合の駐車料金
相当額を通勤手当として支給するとともに、職務・職責をより
重視した給与体系とするため、行政職給料表等級別基準職務表
の再編を行う

24 消防団員等公務災害補償条例の改正 非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の改正に
伴い、損害補償の補償基礎額を改定する

25 都市公園条例の改正
都市公園の質の向上や公園利用者の利便性の向上のため、都市
公園法に定める公募設置管理制度を活用して設置・管理を行う
公園施設の建築面積の基準に係る特例措置の追加等を行う

26 印鑑の登録及び証明に関する条例の改正 市民の利便性向上を目的とした書かない窓口の導入に併せ、印
鑑登録証明書の交付申請について、所要の改正を行う

27 国民健康保険税条例の改正
佐賀県が提示した標準保険税率を参考に国民健康保険税の税率
等を改定するとともに、新たに導入される子ども・子育て支援
納付金に係る税率の設定等を行う

28 国民健康保険高額療養費貸付基金条例の廃止 高額療養費の現物給付化等により、近年貸付実績のない国民健
康保険高額療養費貸付基金の全部を処分し、同基金を廃止する

29 ひとり親家庭等医療費助成に関する条例及び子どもの医療費の助
成に関する条例の改正

ひとり親家庭等医療費助成制度に係る医療費の助成方式につい
て、保護者等の一時的な経済的負担の軽減および手続の簡素化
を図るため、現物給付方式とする

30 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
改正

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準の改正に伴
い、文言の整理を行う

31 下水道条例等の改正
下水道事業の安定的な運営のため、公共下水道、農業集落排水
処理施設および市営浄化槽の使用料を改定する（平均改定率９．
２５％の増額）

32 星空学習館の指定管理者の指定 一般社団法人佐賀天文協会
33 市道路線の廃止 大井樋西線　ほか２本
34 市道路線の認定 大野原分１号線　ほか９本
35 図書館大規模改修実施設計業務委託契約の締結 株式会社石橋建築事務所

36 専決処分（令和７年度佐賀市一般会計補正予算（第８号）） 衆議院議員総選挙および最高裁判所裁判官国民審査に要する経
費について補正措置を講じる 承認

37 副市長の選任 坂井 元 氏
同意38 監査委員の選任 大島 竜二 氏

39 公平委員会委員の選任 永石 亀 氏
40 佐賀市議会委員会条例の改正 可決41 佐賀市議会会議規則の改正

諮問１～３ 人権擁護委員候補者の推薦 土井 健太郎 氏、木原 久美子 氏、富吉 千昌 氏 異議なし
意見書１ こどもの医療費の県助成の拡充を求める意見書　案 否決
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8さが市議会だより第 94号（令和 8年 2月定例会）条 当

議 案 等 質 疑

事
務
分
掌
条
例
の
改
正

あ
た
り
ま
え
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
関
連
経
費

効
果
を
見
極
め
効
率
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q
今
年
度
の
取
組
と
評
価
は
。

A
今
年
度
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
づ

く
り
と
し
て
、認
知
拡
大
と
発
信
素
材
の
蓄

積
に
重
点
を
置
き
事
業
を
実
施
し
た
。市
報

の
特
集
記
事
や
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
た
り
ま

え
ハ
ッ
ピ
ー
の
意
味
や
意
義
を
伝
え
な
が

ら
、日
常
の
中
に
あ
る
本
市
の
魅
力
を
発

信
し
て
き
た
。ま
た
、全
国
的
な
ク
リ
エ
ー

タ
ー
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
集
め
た
会

議
を
東
京
で
開
催
し
、そ
の
内
容
を
展
示
会

と
し
て
公
開
し
た
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
閲
覧
数
の
増
加
や
市
民
・
来
場

者
か
ら
の
高
評
価
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

Q
今
後
の
事
業
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る

中
で
、費
用
を
か
け
ず
に
市
民
の
力
を
活
用

す
る
方
法
は
な
い
の
か
。

A
市
民
参
加
の
流
れ
を
生
み
出
す
た
め
に

は
、認
知
の
ベ
ー
ス
を
引
き
上
げ
る
必
要
が

あ
る
。次
年
度
は
、国
の
交
付
金
を
活
用
し

た
集
中
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
認

知
を
高
め
、市
民
の
自
発
的
な
発
信
を
促
す

こ
と
に
よ
り
、そ
の
後
の
事
業
展
開
を
よ
り

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。今
後
も
認
知
度

や
愛
着
度
の
変
化
を
調
査
検
証
し
な
が
ら
、

Q
組
織
改
編
の
概
要
と
狙
い
は
。

A
①
地
域
振
興
部
の
地
域
政
策
課
を
中

山
間
地
域
振
興
課
に
名
称
を
変
更
し
、
他

の
政
策
と
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
政
策

推
進
部
に
移
管
②
地
域
振
興
部
の
歴
史
・

文
化
課
を
経
済
部
に
移
管
。
歴
史
・
文
化

は
市
民
の
誇
り
で
あ
る
と
同
時
に
、
観
光

振
興
や
地
域
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

重
要
な
地
域
資
源
で
あ
る
と
考
え
、
観
光

振
興
な
ど
の
施
策
と
一
体
的
に
推
進
す
る

こ
と
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
効
活
用
し
て

い
く
③
地
域
振
興
部
を
地
域
共
創
部
へ
名

称
を
変
更
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
と

共
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

組
織
改
編
を
今
行
う
必
要
は

事
業
の
効
果
と
費
用
の
妥
当
性
は

条

当

Q A

は「条例」、 は「令和８年度当初予算」です。

Q
文
化
分
野
を
か
つ
て
の
経
済
部
分
野
に

戻
す
こ
と
へ
の
考
え
は
。

A
文
化
行
政
は
こ
れ
ま
で
経
済
部
か
ら
社

会
教
育
部
、地
域
振
興
部
に
移
管
し
業
務

を
行
っ
て
き
た
。近
年
は
、人
口
減
少
が
進

む
中
、交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
よ
り
重
要
と
な
っ

て
お
り
、歴
史
的
資
源
や
文
化
資
源
を
保

存
、継
承
す
る
視
点
に
加
え
活
用
し
、経
済

や
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
視
点
を
さ
ら
に

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。こ

の
た
め
観
光
資
源
を
所
管
す
る
経
済
部
で

一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、施
策
の
機

動
性
を
高
め
、相
乗
効
果
を
図
る
体
制
へ

見
直
し
た
い
。

Q
組
織
改
編
を
今
行
う
必
要
は
。

A
組
織
改
編
は
、そ
の
時
点
で
の
行
政
課

題
、重
点
施
策
の
推
進
な
ど
を
考
え
て
見

直
し
て
き
た
。組
織
の
効
率
化
、適
正
な
人

員
配
置
、効
果
的
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
視
点
も
重
視
し
た
い
。複
雑
化
す
る
行

政
課
題
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
る
と
と

も
に
、限
ら
れ
た
人
材
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。全
庁
的
な

事
務
量
調
査
を
考
え
て
お
り
、そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
持
続
可
能
な
行
政
経
営
の
た

め
の
新
た
な
組
織
の
枠
組
み
も
検
討
し
た

い
。

令
和
８
年
度

佐
賀
市
の
予
算

令
和
８
年
２
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

一
般
質
問

佐
賀
市
議
会
ガ
イ
ド

　
常
任
委
員
会
の

　
審
査
報
告

　
委
員
会

　
活
動
リ
ポ
ー
ト



9 さが市議会だより第 94号（令和 8年 2月定例会）

結
婚
新
生
活
応
援
事
業

小
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

学
校
を
対
象
に
す
る
検
討
は
し
な
か
っ
た

の
か
。

A
対
象
と
な
ら
な
い
学
校
の
検
討
は
し
て

い
な
い
。

Q
対
象
外
の
学
校
に
も
補
助
し
た
場
合
に

市
の
財
政
へ
の
影
響
は
。

A
国
の
制
度
で
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
を

独
自
に
行
う
場
合
に
は
、市
の
一
般
財
源
で

全
額
を
賄
う
必
要
が
あ
り
、継
続
的
な
実
施

に
は
恒
常
的
な
財
政
負
担
が
生
じ
る
こ
と

に
な
る
た
め
、慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q
今
回
の
無
償
化
の
対
象
と
な
る
学
校

は
。

A
昨
年
12
月
19
日
に
国
か
ら
提
示
さ
れ
た

制
度
の
概
要
で
は
、給
食
を
実
施
す
る
公
立

の
小
学
校
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

Q
無
償
化
の
対
象
か
ら
外
れ
る
佐
賀
大
学

教
育
学
部
附
属
小
学
校
お
よ
び
佐
賀
大
学

教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
の
う
ち
、市

内
に
住
民
票
が
あ
る
児
童
数
お
よ
び
対
象

外
の
児
童
へ
の
補
助
を
行
っ
た
場
合
に
か

か
る
費
用
は
。

A
附
属
小
学
校
が
５
７
6
人
、附
属
特
別

支
援
学
校
小
学
部
が
15
人
、合
計
５
９
1
人

と
な
っ
て
い
る
。補
助
に
か
か
る
費
用
は
、

仮
に
令
和
8
年
度
1
年
間
の
市
立
小
学
校

給
食
費
相
当
額
を
全
員
に
補
助
す
る
場
合
、

附
属
小
学
校
分
と
し
て
約
３
４
１
0
万
円
、

附
属
特
別
支
援
学
校
小
学
部
分
と
し
て
約

90
万
円
、合
計
で
約
3
５
０
０
万
円
と
な

る
。

Q
令
和
７
年
8
月
定
例
会
の
折
に
、令
和

７
年
度
３
学
期
の
給
食
費
に
つ
い
て
、市
内

に
住
民
登
録
が
あ
り
市
立
小
学
校
以
外
に

通
学
し
て
い
る
児
童
も
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
附
帯
決
議
を
議
会
と
し
て
付
し
た

が
、今
回
、附
属
小
学
校
と
附
属
特
別
支
援

Q
県
や
民
間
が
実
施
す
る
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
支
援
講
座
等
の
受
講
が
支
給
要
件
に

な
っ
て
い
る
が
、講
座
の
具
体
的
な
内
容

と
狙
い
は
。

A
本
事
業
は
こ
ど
も
家
庭
庁
の
地
域
少
子

化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
の
活
用
を
見
込

ん
で
い
る
が
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
支
援
講

座
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
関
す

る
講
座
、
共
家
事
・
共
育
て
講
座
等
の
受

講
や
、
医
療
機
関
へ
妊
娠
・
出
産
に
関
す

る
相
談
を
行
う
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
将
来
設
計
を
考
え
る
上

で
必
要
な
知
識
や
情
報
を
得
る
こ
と
、
妊

娠
・
出
産
を
含
め
た
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
や

将
来
を
見
据
え
た
健
康
管
理
等
に
つ
い
て

の
考
え
を
深
め
る
こ
と
、
家
事
や
育
児
を

分
担
し
、
協
力
し
合
え
る
家
庭
環
境
づ
く

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
等
を
狙
い
と
し
て
い

る
。

Q
県
内
の
他
の
自
治
体
で
も
、こ
の
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、講
座

の
受
講
を
要
件
と
し
て
い
る
の
か
。

A
令
和
７
年
度
に
事
業
を
実
施
し
て
い

る
県
内
市
町
は
11
市
町
で
あ
る
が
、講
座

の
受
講
等
が
国
か
ら
の
交
付
要
件
と
し
て

追
加
さ
れ
る
の
は
令
和
８
年
度
か
ら
で
あ

り
、令
和
７
年
度
時
点
で
は
当
該
要
件
を

結
婚
新
生
活
支
援
の
要
件
と
価
値
観
へ
の
配
慮
は

小
学
校
給
食
費
無
償
化
の
対
象
は

当

当

議案等質疑とは、議案等について、提出者（執行部）に不明点や疑問点を聞き、
説明や所見を求めるものです。

設
け
て
い
な
い
が
、今
後
同
様
の
要
件
を

追
加
す
る
市
町
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

Q
結
婚
を
支
給
要
件
と
し
て
い
る
が
、そ

の
こ
と
が
価
値
観
の
押
し
付
け
に
な
ら
な

い
か
。

A
本
事
業
の
目
的
は
、結
婚
新
生
活
の
負

担
を
軽
減
し
、生
活
の
質
の
向
上
を
後
押

し
す
る
こ
と
で
、今
後
の
希
望
す
る
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
を
歩
め
る
環
境
づ
く
り
を
応
援

す
る
こ
と
で
あ
る
。実
施
に
当
た
り
、特
定

の
価
値
観
の
押
し
付
け
と
な
ら
な
い
よ
う

十
分
留
意
し
て
い
き
た
い
。

令
和
８
年
度

佐
賀
市
の
予
算

令
和
８
年
２
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

一
般
質
問

佐
賀
市
議
会
ガ
イ
ド

　
常
任
委
員
会
の

　
審
査
報
告

　
委
員
会

　
活
動
リ
ポ
ー
ト



10さが市議会だより第 94号（令和 8年 2月定例会）は「令和８年度当初予算」です。当

総
務
委
員
会

福
祉
生
活
委
員
会

どんどんどんの森ふれあい広場内
バスケットコート予定地視察の様子

遠隔操作ロボットOriHime( オリヒメ )

佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
コ
ラ
ボ

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
整
備
事
業

窓
口
改
革
推
進
事
業
経
費

小
学
校
コ
ラ
ボ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
設
置
に
か
か
る
経
費

〔
質
問
〕
ど
ん
ど
ん
ど
ん
の
森
内
の
コ
ー

ト
予
定
地
は
あ
る
程
度
「
森
」と
し
て
成

り
立
っ
て
い
る
。そ
こ
を
伐
採
し
て
コ
ー

ト
を
造
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
単
純
な
伐
採
だ
け
で
な
く
、
可

能
な
範
囲
で
移
植
も
検
討
し
た
い
。

〔
質
問
〕
コ
ー
ト
は
車
椅
子
利
用
者
も
使

え
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
ゴ
ー
ル
の
高
さ
は
車
椅
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
も
同
じ
３
・
05
ｍ
で
あ
り
誰
で
も

使
え
る
。
障
が
い
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら

ず
、
皆
が
使
用
で
き
る
施
設
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
対
象
校
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。ま

た
、市
内
の
全
小
学
校
に
整
備
し
て
い
く

考
え
な
の
か
。

〔
答
弁
〕
若
楠
小
学
校
と
兵
庫
小
学
校
の

２
校
を
想
定
し
て
い
る
。
最
終
的
に
は
全

て
の
小
学
校
に
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
財
源
の
問
題
が
あ
る
た
め
時
期
は

明
言
で
き
な
い
。

〔
審
査
結
果
〕
第
１
号
議
案
一
般
会
計
予

算
の
う
ち
、
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
コ
ラ
ボ

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
整
備
事
業
お
よ
び
小

学
校
コ
ラ
ボ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
設
置
に

か
か
る
経
費
の
予
算
計
上
額
を
全
額
削
る

修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
修

正
案
を
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。ま
た
、

第
１
号
議
案
の
原
案
お
よ
び
そ
の
他
の
議

案
に
つ
い
て
は
、
可
決
ま
た
は
承
認
す
べ

き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
窓
口
改
革
推
進
事
業
の
取
り
組

み
の
一
つ
で
あ
る
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト

O

ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
（
オ
リ
ヒ
メ
）は
、現
在

実
証
実
験
中
で
あ
る
が
、そ
の
評
価
は
。

〔
答
弁
〕
市
民
か
ら
は
大
き
な
声
で
わ
か

り
や
す
か
っ
た
な
ど
好
評
で
あ
り
、
職
員

か
ら
は
業
務
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
感
想
を
得
て
い
る
。

〔
質
問
〕
当
該
事
業
で
オ
リ
ヒ
メ
と
自

律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。市
役
所
の
１
階
に
は
一
日
約

１
０
０
０
人
の
方
が
来
ら
れ
て
お
り
、安

全
性
担
保
の
た
め
、オ
リ
ヒ
メ
同
様
、自
律

走
行
ロ
ボ
ッ
ト
も
実
証
実
験
を
す
べ
き
で

は
。

〔
答
弁
〕
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
も
実
証
実

験
と
捉
え
て
い
る
。

〔
質
問
〕
実
証
実
験
の
中
で
市
民
に
と
っ

て
利
便
性
が
あ
り
、職
員
に
と
っ
て
も
利

便
性
が
あ
る
の
か
、し
っ
か
り
と
検
証
し

た
上
で
、ロ
ボ
ッ
ト
を
「
本
格
導
入
す
る

こ
と
」も
「
し
な
い
こ
と
」も
選
択
肢
と
し

て
あ
る
と
の
考
え
で
よ
い
か
。

〔
答
弁
〕
運
用
し
て
課
題
が
出
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
の
有
効
性
を
評
価

し
た
上
で
、そ
の
あ
と
続
け
て
い
く
の
か
、

も
し
く
は
別
の
方
法
に
す
る
か
も
含
め
て

判
断
す
る
た
め
の
実
証
実
験
だ
と
思
っ
て

い
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

委員会で審査した議案
●一般会計補正予算（第 9 号）
●令和８年度一般会計予算
●事務分掌条例の改正
●公告式条例の改正
●市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関

する条例及び市長等の給与に関する条例の
改正職員の給与に関する条例等の改正

●職員の給与に関する条例の改正
●消防団員等公務災害補償条例の改正

その他 1 件

当

当

当

常任委員会の審査報告

委員会で審査した議案
●一般会計補正予算（第 9 号）
●令和８年度一般会計予算
●令和８年度国民健康保険特別会計予算
●令和８年度国民健康保険診療所特別会計予算
●令和８年度後期高齢者医療特別会計予算
●令和８年度富士大和温泉病院事業会計予算
●印鑑の登録及び証明に関する条例の改正
●国民健康保険税条例の改正
●国民健康保険高額療養費貸付基金条例の廃止

その他 4 件

令
和
８
年
度

佐
賀
市
の
予
算

令
和
８
年
２
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

一
般
質
問

佐
賀
市
議
会
ガ
イ
ド

　
常
任
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会
の

　
審
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委
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委員会で審査した議案
●一般会計補正予算（第 9 号）
●令和８年度一般会計予算
●特定乳児等通園支援事業の運営に関する

基準を定める条例
●ひとり親家庭等医療費助成に関する条例

及び子どもの医療費の助成に関する条例
の改正

●乳児等通園支援事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の改正

●星空学習館の指定管理者の指定
●図書館大規模改修実施設計業務委託契約

の締結

プールの老朽化や酷暑に対応
一部の小学校で水泳授業の民間委託を開始

AI オンデマンド交通のイメージ

水
泳
授
業
民
間
委
託
試
行
事
業

地
域
公
共
交
通
再
構
築
実
証

事
業

〔
説
明
〕
小
学
校
３
校
（
日
新
、大
詫
間
、

南
川
副
）、小
中
一
貫
校
１
校
（
思
斉
館
）

で
、民
間
事
業
者
に
よ
る
水
泳
授
業
を
実

施
す
る
。

〔
質
問
〕
民
間
委
託
に
伴
い
、授
業
回
数
が

４
回
程
度
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、泳
力

向
上
の
観
点
か
ら
十
分
と
考
え
て
い
る
の

か
。

〔
答
弁
〕
気
温
上
昇
に
よ
り
従
来
の
水
泳

授
業
が
困
難
と
な
る
中
、
授
業
機
会
の
確

保
に
向
け
て
民
間
委
託
を
開
始
す
る
。
今

後
は
通
年
実
施
も
視
野
に
、
安
定
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討
す
る
。

〔
質
問
〕
今
後
、民
間
委
託
の
対
象
校
を
拡

大
す
る
に
当
た
り
、施
設
の
位
置
や
地
域

バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
、ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
考
え
か
。

〔
答
弁
〕
民
間
事
業
者
の
立
地
と
学
校
と

の
距
離
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ま
ず
は
プ
ー
ル

が
老
朽
化
し
た
学
校
を
優
先
し
、
段
階
的

に
拡
大
を
図
る
。
事
業
者
と
学
校
双
方
の

体
制
を
確
認
し
な
が
ら
事
業
の
拡
充
を
進

め
て
い
く
。

〔
質
問
〕
令
和
８
年
度
に
民
間
委
託
の
対

象
に
含
ま
れ
な
い
学
校
に
つ
い
て
、プ
ー

ル
サ
イ
ド
の
高
温
化
や
熱
中
症
リ
ス
ク
か

ら
授
業
実
施
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
実
態

を
踏
ま
え
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
方
針

か
。

〔
答
弁
〕
水
泳
授
業
の
実
施
時
期
や
時
間

帯
は
引
き
続
き
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

令
和
８
年
度
の
教
育
課
程
編
成
に
当
た
っ

て
は
、
各
学
校
に
配
慮
を
求
め
適
切
な
授

業
運
営
を
図
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
市
西
部
地
域
を
路
線
バ
ス
と

A
I
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
連
携
を
用

い
た
実
証
事
業
の
エ
リ
ア
と
し
て
選
定
し

た
理
由
は
。

〔
答
弁
〕
交
通
空
白
と
赤
字
を
抱
え
る
バ

ス
路
線
の
一
体
的
な
解
決
が
図
れ
る
こ

と
、
エ
リ
ア
内
の
市
営
バ
ス
路
線
が
国
や

県
の
補
助
対
象
で
は
な
く
、
市
が
単
独

で
支
援
し
て
い
る
た
め
取
り
掛
か
り
や
す

い
こ
と
、
さ
ら
に
住
宅
密
集
地
と
郊
外
部

の
二
つ
の
特
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
実
証
パ
タ
ー
ン
を
試
す
こ
と
が
で

き
、
他
の
地
域
に
横
展
開
し
て
い
く
上
で

の
必
要
な
デ
ー
タ
が
取
れ
る
と
考
え
選
定

し
た
。

〔
質
問
〕
実
証
事
業
を
進
め
る
際
は
、
通

常
サ
イ
ズ
の
バ
ス
で
は
な
く
小
型
車
両
の

使
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
昼
間
の
時
間
帯
の
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ク
シ
ー
１
台
と
狭
い
道
路
で
も
対

応
可
能
な
普
通
車
１
台
の
計
２
台
で
運
行

し
た
い
。

〔
質
問
〕
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の

近
く
に
乗
降
場
所
が
あ
れ
ば
良
い
と
考
え

る
が
、
実
証
エ
リ
ア
内
の
乗
降
場
所
は
ど

の
よ
う
に
決
め
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
今
回
の
実
証
で
は
エ
リ
ア
内
に

バ
ス
停
よ
り
も
近
い
間
隔
で
乗
降
場
所
を

設
置
し
て
、
乗
降
場
所
間
で
の
移
動
を
想

定
し
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

公
共
施
設
に
関
し
て
は
、
敷
地
内
へ
乗

り
入
れ
が
で
き
る
よ
う
交
渉
し
て
い
き
た

い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

当

当

教
育
環
境
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

常任委員会では、本会議から付託された議案や請願などについて審査を行っています。
2 月定例会での各委員会の主な審査内容を紹介します。

委員会で審査した議案
●一般会計補正予算（第 9 号）
●令和８年度一般会計予算
●令和８年度自動車運送事業会計予算
●令和８年度水道事業会計予算
●令和８年度工業用水道事業会計予算
●令和８年度下水道事業会計予算
●都市公園条例の改正
●下水道条例等の改正
●市道路線の廃止
●市道路線の認定　

その他 4 件

令
和
８
年
度

佐
賀
市
の
予
算

令
和
８
年
２
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

一
般
質
問

佐
賀
市
議
会
ガ
イ
ド

　
常
任
委
員
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の

　
審
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「市政 ここが 聞きたい」
一般質問とは 議員が執行機関に対し、市政運営全般に対して行う質問です。
質  問  内  容 議案とは関係なく議員が決めて、事前に通告しています。
発  言  時  間 質問と答弁を合わせて、一人 60分です。

一般質問

1 野中 宣明
（公明党）

〇スポーツコミッションについて

▶ 中学校の部活動について

2 重田 音彦
（自民市政会）

〇中期財政計画について
▶ 福岡市との連携について
▶ 土砂災害対策について

3 稲葉 嵩広
（自民さが）

〇本市の刑法犯対策について
▶ 中心市街地への事業者の新規参入について
▶ コンベンション誘致の推進について
▶ 今後の富士大和温泉病院の経営について

4 吉川 正剛
（公明党）

〇佐賀市シニア活動マッチングサイト「いく
よう」について

▶ 土地改良区の役割と持続可能性について

5 藤井 英貴
（自民市政会）

〇防犯ブザー（ＧＰＳ・通話機能付き）につ
いて

▶ 市外在住者の保育園等入所について
▶ 児童発達支援からの放課後等デイサービ

スについて
▶ 街路樹の落ち葉清掃について

6 德永 文子
（ネットワーク佐賀）

〇学校のトイレ改修について

▶ 市職員の働き方について

7 山本　 愛
（日本共産党）

〇投資詐欺から市民の資産と生活を守るために

▶ 高齢者の補聴器購入助成について

8 村岡　 卓
（公明党）

〇学校図書館の充実について

▶ 多様な働き方について

9 藤田 佳典
（ネットワーク佐賀）

〇プラスチックごみ対策について

▶ 交通安全対策について

10 西岡 真一
（自民清流）

〇文化財の利活用について

▶ 鳥獣被害対策について

11 御厨 洋行
（自民清流）

〇市道三溝線（サンライズストリート）の環境
改善と周辺エリアの交通安全対策について

▶ 人と動物の共生のための取組について

12 中尾 和幸
（自民さが）

〇避難所の状況について

13 諸冨 八千代
（自民市政会）

〇佐賀市の女性活躍推進について
▶ 子どものウェルビーイングの実現について
▶ 二十歳のつどいについて

14 中島 妙子
（公明党）

〇認知症を発症しても安心して暮らせる社会
づくりについて

▶ オストメイトへの支援について

15 宮﨑 　健
（自民さが）

〇障がい者政策について

▶ 投票率向上について

16 山下 勝也
（参政党）

〇コロナワクチン接種後の検証について

▶ 在留外国人の現状について

17 江口 由里子
（ネットワーク佐賀）

〇佐野常民と三重津海軍所跡の歴史館につい
て

▶ 放課後児童クラブについて

18 山田 宏一郎
（自民市政会）

〇市街化調整区域の利点と集落維持について

▶ 屋外スポーツ施設の暑さ対策について

19 山田 誠一郎
（ネットワーク佐賀）

20 重松　 徹
（自民清流）

〇空き家対策の取組について

▶ 佐賀県産ノリの状況について

21 川﨑 健二
（自民さが）

〇ごみのポイ捨てをなくしてきれいな佐賀市
へ

▶ 入札制度について
▶ 子どものインフルエンザワクチン接種の補

助について

22 南里 朱美
（STEP-UP FOR SAGA）

〇指定ごみ袋制度の利便性向上と生活実態への
配慮について

▶ サポートママ・ファミリーサポート事業に
ついて

23 川副 龍之介
（自民さが）

〇野外焼却について

24 江原 新子
（自民さが）

〇 LibreOffice（リブレオフィス）導入につ
いて

▶ ふるさと納税の取組状況について

25 岡山 香織
（自民市政会）

〇ネット依存から子どもを守るために
▶ 民生委員の活動について
▶ 図書館の利便性向上について

26 山崎　 純
（自民市政会）

〇不登校児童・生徒への対応について

▶ 中核市移行について

27 山下 明子
（市民共同）

〇政策決定の場に当事者の参画を
▶ 放課後児童クラブが安心できる居場所であ

るために
▶ 老人クラブの位置づけと支援策
▶ 訪問介護事業への支援検討のその後は

番号は質問順、（　）内は会派等、掲載は大項目のみです。
〇がついている項目は、次ページ以降に詳細を掲載しています。

取り下げ

令
和
８
年
度

佐
賀
市
の
予
算

令
和
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２
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

一
般
質
問

佐
賀
市
議
会
ガ
イ
ド

　
常
任
委
員
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審
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員
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スポーツコミッション設立に向けて （公明党）

野
の

中
なか

  宣
のぶあき

明 1

問　
①
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
を
ス

ポ
ー
ツ
の
力
を
生
か
し
解
決
す
る
こ

と
を
目
指
す
「
官
民
連
携
に
よ
る
組

織
」
で
あ
り
、
早
期
の
設
立
を
求
め

る
が
ど
う
か
②
庁
内
で
の
位
置
付
け

を
明
確
に
し
た
上
で
戦
略
的
に
部
署

間
連
携
を
図
り
効
果
を
最
大
化
す
べ

き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答
　
①
１
年
後
に
は
ス
タ
ー
ト
で

き
る
よ
う
、
令
和
８
年
度
は
組
織

の
形
態
や
具
体
的
な
事
業
内
容
、

収
支
計
画
等
を
整
理
し
、
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
②
ま
ち
づ
く
り

や
経
済
、
観
光
、
教
育
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
分
野
の
課
題
を
ス
ポ
ー

ツ
を
生
か
し
て
解
決
で
き
な
い
か

と
い
う
視
点
で
捉
え
、
設
立
準
備

段
階
か
ら
そ
れ
ら
を
共
有
し
て
い

く
こ
と
が
こ
の
取
り
組
み
を
成
功

さ
せ
る
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
全
庁
的

に
十
分
連
携
を
図
り
な
が
ら
立
ち

上
げ
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

特殊詐欺から市民を守れ！ （自民さが）

稲
いな

葉
ば

  嵩
たかひろ

広 3

中期財政計画は分かりやすい作りに

佐賀市の中期財政計画

国際電話は詐欺の疑いが大！

佐賀市シニア活動マッチング
サイト「いくよう」

ツノスポーツコミッション
（宮崎県都農町）を視察

問　
①
中
期
財
政
計
画
は
ど
の
よ
う

な
観
点
で
作
成
し
て
い
る
の
か
②
現

計
画
は
分
か
り
に
く
く
具
体
的
な
事

業
名
を
入
れ
る
な
ど
改
良
す
べ
き
と

思
う
が
③
ま
た
、
収
支
調
整
の
た
め

に
一
般
経
費
が
圧
縮
さ
れ
る
な
ど
実

態
に
即
し
た
内
容
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。
実
態
に
即
し
た
計
画
に
見
直

す
べ
き
で
は
。

答
　
①
単
年
度
予
算
だ
け
で
は
補

足
で
き
な
い
将
来
の
歳
入
歳
出
の

見
通
し
を
中
期
的
に
推
計
し
、
計

画
的
に
財
政
運
営
を
進
め
る
た
め

②
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
情
報
を

掲
載
し
、
分
か
り
や
す
い
内
容
と

な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
③

財
政
計
画
と
い
う
性
格
上
、
収
支

の
均
衡
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
計
画
期
間
の
２
年
目
以
降

は
基
金
繰
入
れ
の
ほ
か
社
会
資
本

経
費
や
一
般
経
費
の
圧
縮
を
見
込

む
こ
と
で
収
支
の
調
整
を
行
っ
て

い
る
。
収
支
の
調
整
な
ど
財
政
計

画
の
情
報
提
示
の
手
法
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
工
夫
し
て
い
き
た

い
。

問　
近
年
、
佐
賀
市
で
は
刑
法
犯
の

認
知
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
突
出
し
て
増
加
し
て
い
る
の

が
知
能
犯
で
あ
り
、
そ
の
多
く
を
占

め
る
の
は
特
殊
詐
欺
だ
。
本
市
で
は

啓
発
等
の
ソ
フ
ト
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
実
行
力
を
伴
う
ハ
ー
ド

対
策
に
も
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う

か
。

答
　
本
市
で
は
被
害
の
未
然
防
止

の
た
め
、
高
齢
者
を
対
象
に
特
殊

詐
欺
の
主
な
手
口
と
な
っ
て
い
る

国
際
電
話
の
利
用
休
止
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
が
、
他
自
治
体

で
は
通
信
録
音
機
能
付
電
話
機
や

自
動
通
話
録
音
装
置
へ
の
補
助
等

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
民
間
通
信

会
社
の
迷
惑
電
話
拒
否
サ
ー
ビ
ス

や
携
帯
電
話
へ
の
対
策
と
し
て
警

察
庁
推
奨
の
特
殊
詐
欺
対
策
ア
プ

リ
な
ど
の
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。
今
後
も
佐
賀
県
警
察
と
最
新

の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
ハ
ー
ド
対
策
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
た
い
。

（自民市政会）

重
しげ

田
た

　音
なるひこ

彦 2

「いくよう」で充実の人生を‼︎
問　
佐
賀
市
シ
ニ
ア
活
動
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
イ
ト
「
い
く
よ
う
」
に
つ
い
て

①
掲
載
し
て
い
る
活
動
内
容
は
②
参

加
者
や
事
業
者
の
費
用
負
担
は
③
掲

載
事
業
者
や
掲
載
内
容
の
安
全
性
は

④
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
た
な
い
人
へ
の
対
応
は
⑤
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
広
報
に
生

か
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
①
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し

た
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

趣
味
や
学
び
と
い
っ
た
幅
広
い
分

野
を
掲
載
し
て
い
る
②
多
様
な
活

動
の
登
録
を
促
し
参
加
機
会
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
利
用
料
は
無
料

と
し
て
い
る
③
市
が
事
業
者
情
報

や
活
動
内
容
を
確
認
し
た
上
で
掲

載
し
て
い
る
④
シ
ニ
ア
世
代
へ
の

利
用
支
援
を
行
う
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー

ト
窓
口
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
し
、
対
応
し
て
い

る
⑤
参
加
者
や
事
業
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
把

握
や
好
事
例
の
紹
介
な
ど
、
魅
力

あ
る
情
報
発
信
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

（公明党）

吉
よしかわ

川 正
せいごう

剛 4
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算
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問

佐
賀
市
議
会
ガ
イ
ド

　
常
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委
員
会
の
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査
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員
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活
動
リ
ポ
ー
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投資詐欺から市民を守るために （日本共産党）

山
やまもと

本  愛
あい 7

問　
近
年
、
投
資
詐
欺
被
害
が
増
え

て
い
る
。
投
資
詐
欺
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
は
、
詐
欺
手
口
の
周
知
だ
け

で
は
不
十
分
で
、
お
金
の
使
い
方
を

適
切
に
判
断
す
る
力
で
あ
る
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
幅
広
い
市
民
に
向
け
た

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座
を
検
討
で
き

な
い
か
。

答
　
18
歳
か
ら
単
独
で
契
約
が
可

能
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

若
年
層
の
段
階
か
ら
の
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
の
実
施
が
重
要
で
あ

る
。
現
在
、
高
校
生
に
は
金
融
経

済
教
育
推
進
機
構
や
佐
賀
県
銀
行

協
会
が
、
佐
賀
大
学
の
学
生
に
は

佐
賀
財
務
事
務
所
が
講
師
と
な
り
、

金
融
や
経
済
の
基
礎
知
識
や
投
資

の
仕
組
み
な
ど
に
関
す
る
教
育
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
市
で
も
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
消
費
生

活
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

は
関
係
機
関
と
の
連
携
を
い
っ
そ

う
深
め
、
市
民
が
金
融
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
の
充
実
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

子どもを守れ‼次世代の防犯

児童見守りシステム
（まもるっち）

問　
不
審
者
か
ら
命
を
守
る
対
策
は

急
務
①
不
審
者
情
報
数
は
②
取
り
組

み
は
③
人
が
い
な
い
場
所
で
鳴
る
だ

け
の
防
犯
ブ
ザ
ー
は
命
を
守
れ
な
い
。

品
川
区
で
実
績
20
年
の
「
ま
も
る
っ

ち
」
の
よ
う
に
通
報
、
状
況
確
認
、

駆
け
つ
け
が
一
体
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
・
通
話

機
能
付
き
防
犯
ブ
ザ
ー
の
導
入
を
検

討
で
き
な
い
か
。

答
　
①
令
和
４
年
40
件
、
令
和
５

年
30
件
、
令
和
６
年
33
件
②
地
域

の
方
々
に
よ
る
登
下
校
時
の
声
か

け
や
誘
導
等
に
加
え
、
み
ま
も
り

び
と
ア
プ
リ
を
通
じ
地
域
住
民
が

動
く
受
信
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
、
端

末
を
持
っ
た
小
学
生
の
位
置
情
報

を
把
握
す
る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を

令
和
５
年
５
月
か
ら
開
始
③
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
に
加
え
通
話
機
能
を
備
え

た
端
末
は
、
よ
り
高
い
安
心
感
に

つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

本
市
が
導
入
し
て
い
る
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
は
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

も
の
で
あ
り
、
今
後
も
ア
プ
リ
登

録
者
数
を
さ
ら
に
増
や
し
た
い
。

5

学校トイレ改修計画の前倒しを！ 

改修され明るく清潔感のある
トイレ

被害が増えている投資詐欺

問　
①
学
校
ト
イ
レ
の
改
修
な
ら
び

に
洋
式
化
は
急
務
で
あ
る
。
未
改
修

の
学
校
に
つ
い
て
、
改
修
す
る
学
校

を
1
校
で
も
増
や
し
て
、
計
画
を
前

倒
し
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
②

改
修
し
た
ト
イ
レ
の
環
境
を
長
く
維

持
す
る
た
め
に
、
定
期
的
な
清
掃
を

外
部
に
委
託
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

答
　
①
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、
国

の
予
算
を
活
用
し
前
倒
し
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
ト
イ
レ
環
境
は
、

児
童
・
生
徒
の
健
康
、
衛
生
面
に

直
結
す
る
基
礎
的
な
教
育
環
境
で

あ
る
た
め
、
優
先
度
の
高
い
課
題

と
し
て
位
置
づ
け
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
②
日
常
の
清
掃

活
動
は
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る
清

掃
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
十
分
に
行
き
届

か
な
い
箇
所
が
生
じ
る
場
合
も
あ

る
。
こ
の
た
め
、
衛
生
面
の
確
保

を
図
る
た
め
、
希
望
す
る
学
校
に

は
、
便
器
清
掃
業
務
の
外
部
委
託

を
実
施
し
て
い
る
。

（ネットワーク佐賀）

德
とくなが

永 文
ふみ

子
こ 6

子どもの学びと成長を支えるために

図書館で読書する子どもたち

問　
市
は
子
ど
も
た
ち
が
読
書
に
親

し
む
環
境
づ
く
り
の
た
め
「
佐
賀
市
子

ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を
定
め

て
い
る
。
①
市
が
学
校
図
書
館
に
求
め

る
役
割
は
②
蔵
書
の
質
を
担
保
す
る
た

め
廃
棄
と
購
入
を
適
切
に
行
う
必
要

が
あ
る
が
現
状
は
③
今
後
の
学
校
図
書

館
へ
の
支
援
の
方
針
は
。

答
　
①
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的

な
学
び
を
支
え
る
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
役
割
と
、
創
造
力

を
培
い
豊
か
な
心
を
育
む
読
書
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
求
め
て

い
る
②
蔵
書
は
管
理
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
利
用
状
況
等
を
把
握
し
な
が

ら
、
図
書
館
司
書
が
基
準
に
基
づ

き
廃
棄
や
購
入
を
行
い
、
魅
力
的

な
蔵
書
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い

る
③
学
校
間
お
よ
び
市
立
図
書
館

と
相
互
貸
借
や
、
図
書
資
料
の
計

画
的
な
整
備
に
よ
り
、
豊
か
な
読

書
経
験
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

子
ど
も
の
主
体
的
な
学
習
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に
、
学
校
図
書
館

の
活
用
を
推
進
し
た
い
。

（公明党）

村
むらおか

岡  卓
たかし

（自民市政会）

藤
ふじ

井
い

  英
ひで

貴
き

8
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市道三溝線付近の交通環境を問う
問　
佐
賀
商
業
高
校
東
側
の
一
方
通

行
に
対
し
交
差
す
る
道
路
が
、
抜
け

道
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

加
。
①
自
転
車
と
自
動
車
の
交
錯
に

よ
る
事
故
の
危
険
性
が
高
い
と
思
わ

れ
る
が
把
握
し
て
い
る
か
②
道
路
構

造
に
改
善
の
余
地
が
あ
る
。
優
先
道

路
の
見
直
し
な
ど
交
通
安
全
対
策
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

答
　
①
当
該
交
差
部
は
、
登
下
校

時
に
自
転
車
利
用
の
生
徒
が
多
く

通
行
す
る
一
方
、
生
活
道
路
の
抜

け
道
と
し
て
自
動
車
の
通
行
も
一

定
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
転
車
と

自
動
車
が
交
錯
す
る
な
ど
事
故
の

危
険
性
が
あ
る
箇
所
と
し
て
把
握

し
て
い
る
②
一
方
通
行
や
進
入
禁

止
の
標
識
の
視
認
性
向
上
、
逆
走

防
止
に
向
け
た
進
入
抑
制
の
工
夫
、

さ
ら
に
は
優
先
道
路
の
見
直
し
を

含
め
た
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

周
辺
の
交
通
実
態
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
交
通
規
制
を
所
管
す
る
佐
賀

県
警
察
お
よ
び
道
路
管
理
者
と
協

議
を
進
め
て
い
く
。

11

プラスチック問題への対策と備えを
問　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策

と
し
て
①
ま
ち
な
か
の
水
路
か
ら
海

へ
の
ご
み
流
出
防
止
対
策
は
②
農
業

用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
流
出
対
策
は

③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
と
回

収
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
本
市
の
現
状
と
今
後
の

対
応
は
。

答
　
①
流
れ
や
す
い
軽
い
ご
み

は
、
各
所
に
設
置
し
た
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
等
で
せ
き
止
め
、
週
３

回
か
ら
５
回
程
度
撤
去
し
、
流
出

が
極
力
少
な
く
な
る
よ
う
努
め
て

い
る
②
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
に
対
し
て
支
援
を
行
い
、

適
正
処
理
を
図
る
こ
と
で
、
ご
み

の
発
生
抑
制
に
努
め
て
い
る
③
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
た
め
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
の
啓
発
や
マ

イ
バ
ッ
グ
等
の
利
用
促
進
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
定
期
回
収
等
を
行
い
、
気
軽
に

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
環
境
整
備
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
継
続
し
て

市
民
に
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

9

（自民清流）

西
にしおか

岡  真
しんいち

一銚子塚古墳の周辺環境整備を

木が茂り古墳の景観を損なっ
ている銚子塚（金立町）

光るプラスチックの破片を
食べた動物プランクトン

正解は、一時停止？直進？
右折？左折？

指定避難所における多目的
トイレ

問　

①
金
立
町
の
銚ち

ょ
う
し子
塚づ

か
古
墳
は
、

県
内
最
大
ク
ラ
ス
の
前
方
後
円
墳
だ

が
、
周
辺
道
路
が
狭
く
車
で
行
き
来

で
き
な
い
。
周
辺
の
土
地
を
民
間
が

取
得
し
、
利
活
用
を
検
討
し
て
い
る

が
、
市
の
協
力
は
考
え
ら
れ
な
い
か

②
墳
丘
に
木
が
生
い
茂
り
、
景
観
を

損
ね
て
い
る
が
、
伐
木
等
の
整
備
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
①
ま
ず
は
、
土
地
を
取
得
さ

れ
た
方
か
ら
十
分
に
お
話
を
伺
っ

て
み
た
い
。
そ
の
上
で
、
文
化
財

の
保
全
や
利
活
用
と
い
っ
た
点
に

関
し
、
市
と
し
て
で
き
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
協
力
し
て
い
き

た
い
②
こ
の
古
墳
に
は
、
ス
ギ
や

サ
ク
ラ
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
と
い
っ

た
樹
木
が
多
く
あ
り
、
中
に
は
枝

が
伸
び
過
ぎ
て
い
た
り
、
枯
れ
か

け
て
い
た
り
す
る
も
の
も
見
受
け

ら
れ
る
。
国
の
史
跡
な
の
で
、
国

へ
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
る
が
、
古
墳
へ
の
影
響
が
な

い
よ
う
留
意
し
な
が
ら
、
適
切
な

管
理
に
努
め
た
い
。

10

安心して避難できる環境と情報発信 12

問　
避
難
時
に
お
け
る
運
営
体
制
や

支
援
体
制
な
ど
市
の
防
災
対
策
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た

か
①
指
定
避
難
所
の
多
目
的
ト
イ
レ
、

入
り
口
付
近
の
ス
ロ
ー
プ
は
整
備
さ

れ
て
い
る
か
②
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
多
目
的
ト
イ
レ
、
ス
ロ
ー
プ

等
の
施
設
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る

か
掲
載
し
て
は
。

答
　
①
指
定
避
難
所
81
カ
所
の
う

ち
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
備
え
て
い

る
施
設
は
78
カ
所
、
ス
ロ
ー
プ
を

備
え
て
い
る
施
設
は
80
カ
所
。
未

設
置
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

改
修
工
事
の
機
会
に
整
備
を
進
め

た
い
②
指
定
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し

て
い
る
が
、
多
目
的
ト
イ
レ
、
ス

ロ
ー
プ
等
の
設
備
の
有
無
に
つ
い

て
は
掲
載
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

の
情
報
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り

避
難
所
選
択
の
一
助
に
な
る
と
考

え
て
お
り
、
今
年
の
出
水
期
ま
で

に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
情
報

を
掲
載
し
、
安
心
し
て
避
難
で
き

る
環
境
を
整
え
た
い
。

（自民清流）

御
みくりや

厨  洋
ひろゆき

行

（自民さが）

中
なか

尾
お

  和
かずゆき

幸

（ネットワーク佐賀）

藤
ふじ

田
た

  佳
よしのり

典

令
和
８
年
度

佐
賀
市
の
予
算

令
和
８
年
２
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

一
般
質
問

佐
賀
市
議
会
ガ
イ
ド

　
常
任
委
員
会
の

　
審
査
報
告

　
委
員
会

　
活
動
リ
ポ
ー
ト
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（自民さが）

宮
みやざき

﨑  健
たけし障がい者の新しい課題への対応は？

認知症の本人大使は、自らの
言葉で希望を発信します

引換券からナプキンが置かれた
市役所１階女子トイレ

問　
①
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
お
よ

び
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
に
つ
い

て
の
本
市
の
見
解
は
②
障
が
い
者
へ

の
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
解
消
に
向

け
た
対
策
は
③
佐
賀
市
障
が
い
者
プ

ラ
ン
の
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
へ
の

対
応
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
対
策

の
項
目
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
　
①
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推

進
に
係
る
計
画
と
位
置
付
け
て
、
令

和
３
年
に
第
３
次
佐
賀
市
立
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
策
定
し
た
。
対
面

朗
読
や
電
子
図
書
館
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
お
り
、
次
期
計
画
は
図
書

館
本
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
策
定

予
定
で
あ
る
②
障
が
い
の
特
性
に
応

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を

利
用
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
お

り
、
デ
ジ
タ
ル
と
人
に
よ
る
支
援
の

相
互
補
完
が
重
要
と
考
え
る
③
現
行

計
画
で
も
対
応
し
て
い
る
が
、
次
期

プ
ラ
ン
の
策
定
で
は
、
状
況
変
化
や

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

15

女性活躍を佐賀市の未来の力に！
問　
第
５
次
男
女
共
同
参
画
計
画
案

が
提
出
さ
れ
た
。
①
策
定
状
況
は
②

公
共
施
設
と
学
校
で
の
生
理
用
品
設

置
は
③
困
難
女
性
の
支
援
体
制
は
④

庁
内
男
性
職
員
の
育
休
の
質
の
向
上

は
⑤
女
性
管
理
・
監
督
職
の
登
用
は

⑥
女
性
特
有
の
健
康
課
題
へ
の
理
解

促
進
、
人
材
育
成
研
修
は
⑦
市
長
の

決
意
を
問
う
。

答
　
①
現
在
最
終
的
な
策
定
作
業

中
②
市
役
所
本
庁
舎
と
青
少
年
セ
ン

タ
ー
で
は
ト
イ
レ
８
カ
所
に
、
市
立

小
・
中
学
校
で
は
53
校
中
45
校
が
ト

イ
レ
に
、
残
り
は
保
健
室
に
常
備
③

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
内
に
女
性
相

談
支
援
員
を
２
名
配
置
④
長
期
取
得

の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
⑤
年
々

増
加
し
今
年
度
は
目
標
の
25
％
を
初

め
て
達
成
⑥
職
員
へ
女
性
特
有
の
健

康
問
題
の
情
報
提
供
を
し
て
い
る

が
、
研
修
は
今
後
検
討
。
人
材
育
成

研
修
は
実
施
し
て
い
る
⑦
社
会
全
体

で
向
き
合
う
べ
き
課
題
と
考
え
て
お

り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
当
た
り
前

の
佐
賀
市
を
築
い
て
い
き
た
い
。

13

認知症になっても自分らしく！ 14

問　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
。

①
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
取
り
組

み
内
容
は
②
認
知
症
当
事
者
の
声
を

聴
き
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
く
「
本
人
参
画
」
の

取
り
組
み
内
容
は
③
認
知
症
の
方
に

対
す
る
効
果
的
な
ケ
ア
技
法
で
あ
る

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
本
市
で
も
普
及

啓
発
で
き
な
い
か
。

答
　
①
お
た
っ
し
ゃ
本
舗
に
お
い

て
認
知
症
の
方
や
家
族
へ
の
支
援
体

制
を
強
化
し
た
。
ま
た
、
早
期
の

相
談
や
受
診
に
つ
な
が
る
よ
う
「
佐

賀
市
版
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
を
刷
新

し
、
市
報
に
認
知
症
特
集
を
掲
載
し

た
②
市
内
15
カ
所
の
お
た
っ
し
ゃ
本

舗
で
、
本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
座
談

会
な
ど
を
通
し
て
認
知
症
の
方
や
家

族
の
思
い
、
意
見
を
伺
っ
て
い
る
③

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
中

で
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
技
法
と
類
似
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
を
紹

介
し
て
い
る
。
市
民
向
け
講
座
へ
の

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
調
査
、
研
究
し
た
い
。

コロナ禍とは何だったのか！？
問　
日
本
の
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
は

世
界
と
比
べ
て
も
高
い
水
準
に
あ
り
、

健
康
被
害
だ
と
気
付
い
て
い
な
い
人

も
多
い
。
行
政
が
窓
口
だ
と
知
ら
な

い
人
も
多
い
①
佐
賀
市
は
ど
こ
が
窓

口
に
な
る
の
か
②
今
後
健
康
被
害
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
市

は
独
自
に
接
種
後
の
検
証
を
行
う
考

え
は
あ
る
か
。

答
　
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
健
康

被
害
の
相
談
は
健
康
づ
く
り
課
で
対

応
。
健
康
被
害
の
相
談
や
申
請
に

は
保
健
師
に
よ
る
丁
寧
な
相
談
対
応

を
行
っ
て
い
る
②
健
康
被
害
に
関
す

る
検
証
に
は
、
全
国
的
に
統
一
し
た

デ
ー
タ
収
集
や
客
観
的
で
信
頼
性
の

高
い
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
く

専
門
的
な
審
議
を
行
い
、
評
価
・
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
市
独
自
で

ワ
ク
チ
ン
の
検
証
を
行
う
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
も
引
き

続
き
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害

の
不
安
を
感
じ
て
い
る
市
民
に
対
す

る
適
切
な
相
談
対
応
や
そ
の
後
の
サ

ポ
ー
ト
等
に
取
り
組
み
た
い
。

16

便利になったタッチパネルも
障がい者にとっては一苦労

コロナワクチン接種後の健康
被害が心配だなぁ

（自民市政会）

諸
もろどみ

冨  八
や ち よ

千代

（公明党）

中
なかしま

島  妙
たえ

子
こ

（参政党）

山
やました

下  勝
かつ

也
や
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度
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２
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質
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質
問
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議
会
ガ
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常
任
委
員
会
の

　
審
査
報
告

　
委
員
会

　
活
動
リ
ポ
ー
ト



17 さが市議会だより第 94号（令和 8年 2月定例会）
※1 農振除外………農業振興地域内の農用地区域（通称「青地」）に指定された農地を、住宅建設や駐車場、資材置場など農業以外の目

的に利用する際に、その地域指定から外すための手続き。
※2 50戸連

れんたん

檐制度…市街化調整区域内のおおむね50以上の建築物が連
れんたん

檐している区域で、一定の条件を条例で定めることにより開発
行為を可能とする制度。

市街化調整区域の利点と集落維持

農業振興や人口減少対策などが
課題の市街化調整区域

鉄骨の先が削り取られて刃物の
先のようにとがっている

問　
①
市
街
化
調
整
区
域
の
農
業
振

興
地
域
に
お
い
て
農
業
を
行
う
こ
と

の
利
点
は
②
青
地
に
分
家
住
宅
を
建

て
る
ま
で
の
手
順
と
所
要
期
間
は
③

開
発
の
規
制
緩
和
の
現
状
は
④
空
き

家
対
策
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
相
談
窓
口
を
本
庁
以
外

に
も
設
置
の
検
討
が
で
き
な
い
か
。

答
　
①
農
業
振
興
地
域
で
は
、
土

地
改
良
事
業
や
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
制
度
な
ど
の
対
象
と
な

り
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
や
農

業
生
産
の
安
定
化
を
図
る
投
資
が

行
わ
れ
て
い
る
②
分
家
住
宅
の
建

築
に
は
農※

１

振
除
外
、
農
地
転
用
許

可
、
開
発
許
可
が
必
要
。
農
振
除

外
は
約
９
～
10
か
月
、
農
地
転
用
・

開
発
許
可
は
約
１
～
２
か
月
を
要

す
る
③
50
戸
連
檐
制
度
や
分
家
住

宅
制
度
、
既
存
宅
地
制
度
廃
止
に

伴
う
救
済
措
置
制
度
な
ど
に
よ
り
、

特
例
的
に
開
発
を
可
能
と
し
て
い

る
④
各
支
所
で
の
巡
回
相
談
会
の

実
施
に
向
け
詳
細
を
検
討
し
て
い

る
。

18

ごみのポイ捨てがない佐賀市へ

「ポイ捨て禁止！」
市が設置する看板の例

問　
①
市
で
は
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
に

対
し
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る

か
②
警
察
に
通
報
・
指
導
し
た
数
は

③
必
要
な
箇
所
に
は
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
を
禁
止
す
る
看
板
を
設
置
し
て
は

④
学
校
で
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

実
態
は
⑤
さ
ら
に
広
報
や
啓
発
活
動

に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

答
　
①
パ
ト
ロ
ー
ル
班
が
土
日
を

除
く
毎
日
、
巡
視
を
実
施
。
悪
質

な
不
法
投
棄
に
は
警
告
看
板
や
監

視
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
で
対
応
。

排
出
者
へ
の
直
接
指
導
や
警
察
へ

の
通
報
も
実
施
②
通
報
件
数
は
令

和
５
年
度
６
件
、
６
年
度
６
件
、

７
年
度
７
件
。
厳
重
注
意
は
各
年

度
１
件
、
２
件
、
２
件
③
注
意
喚

起
看
板
の
作
成
な
ど
、
状
況
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
る
④
小
学
校
で

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
と
連
携
し
、
中

学
校
で
は
生
徒
会
を
中
心
に
実
施
。

市
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の
利
用
案

内
や
ご
み
回
収
等
で
支
援
⑤
効
果

的
な
広
報
や
啓
発
に
つ
い
て
今
後

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

21

世界遺産を次世代へ継承しよう！

佐野常民と三重津海軍所跡
の歴史館

問　
三
重
津
海
軍
所
跡
を
構
成
資
産

と
す
る
世
界
遺
産
は
昨
年
、
登
録
か
ら

10
周
年
を
迎
え
た
。
①
記
念
事
業
の
内

容
、
参
加
人
数
は
②
若
者
が
楽
し
い
！

面
白
い
！
と
思
え
る
工
夫
は
③
佐
野
常

民
と
三
重
津
海
軍
所
跡
の
歴
史
館
の
屋

外
展
示
整
備
の
内
容
は
④
今
後
、
ど
の

よ
う
に
来
館
促
進
を
行
う
の
か
。

答
　
①
「
佐
賀
藩
と
鉄
」
等
の
企

画
展
、
世
界
遺
産
登
録
記
念
日
の
セ

レ
モ
ニ
ー
や
記
念
植
樹
な
ど
を
行

い
、
延
べ
７
万
人
に
関
わ
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
②
市
立
の
全
小
・
中
学

校
で
、
世
界
遺
産
給
食
を
実
施
。
さ

ら
に
は
、
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
実

装
と
活
用
を
進
め
た
い
③
地
下
遺
構

の
平
面
表
示
、
解
説
案
内
サ
イ
ン
の

整
備
な
ど
を
行
う
④
市
内
の
歴
史
施

設
や
文
化
施
設
な
ど
と
連
携
し
、
回

遊
を
促
す
取
り
組
み
を
行
い
相
互
の

施
設
の
来
客
の
促
進
を
行
う
。
併
せ

て
、
若
い
人
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
分
か
り
や
す
い
展
示
の
工

夫
に
心
が
け
て
い
き
た
い
。

17

特定空き家の行政代執行の可能性は
問　
倒
壊
し
た
ら
鉄
骨
の
先
が
隣
家

に
突
き
刺
さ
る
恐
れ
や
２
階
の
鉄
骨

が
隣
家
の
屋
根
に
落
下
す
る
恐
れ
が

あ
る
な
ど
、
危
険
な
状
態
の
空
き
家

が
あ
り
、
近
隣
住
民
が
大
変
困
っ
て

い
る
場
合
の
対
応
は
。
ま
た
、
所
有

者
等
に
対
し
て
、
指
導
し
て
も
改
善

さ
れ
な
い
場
合
、
市
で
の
代
執
行
は

可
能
か
。

答
　
個
別
の
事
案
に
応
じ
た
対
応

と
な
る
が
、
基
本
的
に
は
、
自
主

的
な
改
善
を
促
す
た
め
、
助
言
、

指
導
等
を
文
書
等
で
行
い
、
対
応

さ
れ
な
い
場
合
は
、
直
接
訪
問
し
、

面
談
等
を
行
う
。
そ
の
後
、
勧
告

を
行
っ
て
も
改
善
さ
れ
な
い
場
合

は
、
法
定
の
手
続
き
を
経
て
、
危

険
を
解
消
す
る
よ
う
命
令
し
、
履

行
さ
れ
な
い
場
合
、
危
険
性
、
必

要
性
、
相
当
性
を
考
慮
し
つ
つ
、

市
が
必
要
な
措
置
を
代
執
行
す
る

こ
と
と
な
る
。
な
お
、
空
き
家
が

著
し
く
危
険
な
状
態
で
重
大
な
損

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
市
で
緊
急
的
な
措
置

の
実
施
を
検
討
す
る
。

20

（ネットワーク佐賀）

江
え

口
ぐち

  由
ゆ り こ

里子

（自民市政会）

山
やま

田
だ

  宏
こういちろう

一郎

※
２

（自民清流）

重
しげまつ

松  徹
とおる

（自民さが）

川
かわさき

﨑  健
けん
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L ｉｂｒｅＯｆｆｉｃｅ導入

野外焼却は細心の注意を払いま
しょう

PC 操作は業務上欠かせない！
効率よく安全に進めたい！

問　
本
市
に
お
い
て
業
務
用
Ｐ
Ｃ
ソ

フ
ト
Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
の

導
入
が
始
ま
っ
て
い
る
。
コ
ス
ト
削

減
や
大
手
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
サ
ポ
ー
ト

の
動
向
を
鑑
み
有
効
で
は
あ
る
が
、

操
作
性
・
互
換
性
・
外
部
と
の
調
整

等
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後

の
取
り
組
み
方
を
問
う
。

答
　
互
換
性
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
は
使
用
可
能
な
レ
ベ
ル
で
あ
る

と
判
断
し
て
導
入
し
た
が
、
外
部
と

の
や
り
取
り
が
多
い
部
署
に
は
、
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
オ
フ
ィ
ス
ソ
フ

ト
を
個
別
に
配
布
す
る
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
る
。操
作
性
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
対
応
と
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

類
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
や
、
操
作
に

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
の
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア

へ
の
掲
載
、
ま
た
、
操
作
研
修
な
ど

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も
Ｌ

ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
の
使
い
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

24

レジ袋をごみ出しに使える仕組みを
問　
①
制
度
上
、
指
定
ご
み
袋
の
ば

ら
売
り
は
可
能
か
②
ば
ら
売
り
を
行

う
に
際
し
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ

る
か
③
市
民
の
利
便
性
向
上
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
観
点
か
ら
、

レ
ジ
袋
と
し
て
購
入
で
き
、
そ
の
ま

ま
ご
み
出
し
に
も
使
え
る
よ
う
に
指

定
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
や
販
売
方
法
を

検
討
で
き
な
い
か
。

答
　
①
条
例
で
は
販
売
時
の
枚
数

に
規
定
を
設
け
て
お
ら
ず
、
制
度
上

は
可
能
で
あ
る
②
製
造
コ
ス
ト
の
増

加
や
生
産
効
率
へ
の
影
響
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
取
扱
品
目
の
増
加
に
よ

り
店
舗
内
や
保
管
倉
庫
内
の
レ
イ
ア

ウ
ト
変
更
を
要
す
な
ど
、
販
売
、
保

管
、
配
送
の
面
で
も
負
担
や
コ
ス
ト

の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
③
指
定
ご
み

袋
の
小
容
量
化
に
は
手
数
料
条
例
の

改
正
が
必
要
で
あ
り
、
ば
ら
売
り
す

る
に
は
製
造
、
流
通
、
販
売
な
ど
各

段
階
で
の
課
題
を
整
理
す
る
必
要
が

あ
る
。
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
状

況
を
参
考
に
し
て
導
入
に
向
け
た
課

題
の
整
理
か
ら
進
め
た
い
。

22

火災予防条例改正、農家への周知を 23

問　
林
野
火
災
の
未
然
防
止
と
被
害

軽
減
を
目
的
と
し
て
火
災
予
防
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ
令
和
8
年
1
月
1

日
に
施
行
さ
れ
た
①
佐
賀
中
部
広
域

連
合
火
災
予
防
条
例
の
改
正
の
内
容

は
②
野
外
焼
却
が
認
め
ら
れ
て
い
る

農
家
に
対
し
て
、
条
例
の
改
正
や
野

外
焼
却
の
注
意
事
項
の
周
知
は
行
っ

て
い
る
の
か
。

答
　
①
乾
燥
状
況
や
降
雨
量
な
ど

の
気
象
条
件
に
応
じ
て
「
林
野
火
災

注
意
報
」、
さ
ら
に
強
風
な
ど
で
危

険
性
が
高
ま
っ
た
際
に
は
「
林
野
火

災
警
報
」
を
発
令
す
る
仕
組
み
を
設

け
た
。
林
野
火
災
が
発
生
し
や
す
い

1
月
か
ら
5
月
ま
で
を
対
象
期
間
と

し
、
警
報
発
令
中
の
指
定
区
域
内
で

の
た
き
火
等
の
火
の
使
用
禁
止
、
違

反
者
に
対
す
る
罰
則
を
規
定
し
て
い

る
②
佐
賀
広
域
消
防
局
と
連
携
し
て

作
成
し
た
チ
ラ
シ
「
野
外
焼
却
に
よ

る
火
災
に
注
意
」
を
本
年
1
月
に
Ｊ

Ａ
が
発
行
す
る
機
関
誌
へ
の
折
り
込

み
広
告
を
行
う
な
ど
、
農
家
等
へ
の

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

小 1 からネット依存の兆し！？
問　
ネ
ッ
ト
利
用
は
小
４
で
急
増
中
。

空
白
域
で
あ
る
低
学
年
か
ら
の
実
態

調
査
も
必
要
と
考
え
る
。
①
他
自
治

体
で
実
績
が
あ
る
、
親
子
で
振
り
返

る
「
ネ
ッ
ト
依
存
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

な
ど
の
活
用
の
検
討
を
②
善
き
使
い

手
を
育
て
る
「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
導
入
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
　
①
子
ど
も
た
ち
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い

方
を
振
り
返
る
た
め
に
、
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
等
を
用
い
て
使
い
方
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る

と
考
え
る
。
他
市
町
の
取
り
組
み
を

研
究
し
、
現
在
の
本
市
の
取
り
組
み

の
見
直
し
等
も
含
め
て
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
と
も
協
議
を
進
め
た
い
②
デ
ジ

タ
ル
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
は
大
人
の
介
入
よ
り
子
ど
も
の
自

律
・
主
体
性
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と

考
え
る
。
学
校
に
お
け
る
情
報
モ
ラ

ル
教
育
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
保
護
者
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
そ
の
方
向
に
沿
い
た
い
。

25

レジ袋をそのまま捨てられる
仕組みへ

スマホがないとイライラする！

（STEP-UP FOR SAGA）

南
なん

里
り

  朱
あけ

美
み

（自民さが）

川
かわそえ

副  龍
りゅう

之
の

介
すけ

（自民さが）

江
え

原
はら

  新
しん

子
こ

（自民市政会）

岡
おかやま

山  香
か
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おり
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（市民共同）

山
やました

下  明
あき

子
こ政策決定の場に当事者の参画を

問　
本
市
が
新
た
な
施
策
や
政
策
を

検
討
す
る
場
合
や
各
種
審
議
会
な
ど

に
女
性
、
障
が
い
、
高
齢
者
、
子
育

て
、中
小
事
業
者
、外
国
籍
を
は
じ
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
関
わ
る
当
事
者

が
、
多
様
な
視
点
で
準
備
段
階
か
ら

直
接
参
画
で
き
る
仕
組
み
を
市
と
し

て
つ
く
る
考
え
は
。

答
　
政
策
形
成
や
計
画
策
定
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
多
角
的
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ

の
過
程
で
当
事
者
の
意
見
を
把
握

し
、
政
策
等
に
生
か
し
て
い
く
こ

と
は
重
要
。
そ
の
た
め
検
討
の
段

階
か
ら
当
事
者
の
意
見
等
を
聞
き
、

そ
れ
ら
を
も
と
に
政
策
等
を
組
み

立
て
る
姿
勢
が
必
要
。
そ
の
手
法

は
、
当
事
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
が
考
え
ら
れ
、
今
後
も

当
事
者
の
多
様
な
声
を
丁
寧
に
受

け
止
め
、
実
効
性
の
高
い
施
策
に

つ
な
げ
る
手
法
に
つ
い
て
、
工
夫

を
重
ね
て
多
様
な
声
に
寄
り
添
っ

た
市
政
運
営
を
行
い
た
い
。

27

不登校支援と学びの場について

不登校の子どもを孤立させない

政策検討の準備段階から多様
な当事者の参画で知恵出しを

問　
①
不
登
校
児
童
・
生
徒
数
の
推

移
と
本
市
の
支
援
の
取
り
組
み
は
②
小

学
生
期
の
不
登
校
対
応
の
課
題
は
③
家

庭
や
学
校
以
外
の
居
場
所
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
の
学
び
の
場
の
捉
え
方
は
④

支
援
の
選
択
肢
の
拡
充
は
⑤
令
和
８
年

度
予
算
に
お
け
る
教
育
施
策
に
関
す
る

予
算
の
考
え
方
は
。

答
　
①
過
去
５
年
間
で
増
加
は
し

て
い
る
が
、
全
国
や
県
と
の
比
較
で

は
、
小
・
中
学
生
と
も
増
加
幅
は
小

さ
い
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

の
心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
、
相
談
員
の

家
庭
訪
問
、
家
庭
学
習
支
援
等
の
多

層
的
な
支
援
を
進
め
て
い
る
②
不
安

の
言
語
化
の
未
熟
さ
や
環
境
変
化
の

影
響
が
大
き
い
③
子
ど
も
が
一
歩
踏

み
出
す
重
要
な
動
機
づ
け
に
な
る
④

Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
支
援
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

選
択
肢
を
拡
充
⑤
訪
問
支
援
、
相
談

対
応
、
校
内
外
の
居
場
所
へ
の
つ
な

ぎ
支
援
を
担
う
サ
ポ
ー
ト
相
談
員
の

増
員
等
、
相
談
支
援
体
制
を
強
化
し

た
予
算
編
成
と
し
て
い
る
。

26

議場見学に来てくれました！議場見学に来てくれました！
　１月１６日（金）、金立小学校６年生の皆さんと日新小学校６年生の皆さんが、議場の見学に来て
くれました。事務局職員が講師となって、議会の役割や仕組みなどについて説明を行いました。また、
議場を使って、議員役や市長役等に分かれて模擬議会を行いました。
　普段はなかなか入ることができない議場に、子どもたちは興味津々の様子でした。

金立小学校６年生の皆さん 日新小学校６年生の皆さん

（自民市政会）
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やまさき

崎  純
じゅん
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委員会活動リポート
常任委員会や特別委員会などは、市民生活に深く関わる課題などについて、会期中以外にも調査、研究を
行っています。最近の活動内容を紹介します。

福祉生活委員会

広報広聴委員会

１月23日（金）　
「佐賀市老人クラブ連合会」との意見交換会
　老人クラブ連合会から、現状などを説明していただ
き、問題・課題点などについて意見交換しました。

意見交換会の様子

日向市役所

大分市役所 特別委員会の様子

北部山間地域の活性化に関する調査特別委員会

● 北部山間地域の現状と事業内容を確認
【執行部説明】
・人口
　令和３年度から令和７年度を対象期間とした前
期過疎計画において、人口減少の抑制目標値を定
めていたが、初年度の時点で目標値を割り込んで
いる。児童・生徒数の減少幅も大きい。
・農業
　高齢化による担い手減少の進行や、不利な耕作
条件のため農地の集積が難しいことから、耕作放
棄地の拡大が懸念されている。
・林業
　本市の森林面積は市域の約４割を占める。林業
従事者は高齢化等により減少傾向にある。適切な
手入れが行き届いていない森林の増加が課題。
・観光
　北部山間地域の観光施設等の入場者数は、市全
体の半数以上を占めている。道の駅そよかぜ館、
しゃくなげの里、古湯・熊の川温泉などの施設や
三瀬高原キャンペーンなどのイベントがある。
・公共施設
　富士・三瀬・松梅地区の公共施設は現在 98 施設。
そのうち建築後 30 年を経過する施設は 40 施設
あり、今後 10 年間で 67 施設まで増加する見込み。
・公共交通
　通学、通院、買物などの日常生活を支えるため、
地域内交通が導入されている。運行は民間の交通
事業者が担い、国の補助金を活用しているが、補
えない赤字額は全額市が補助している。

● 特別委員会の調査内容を協議・決定
【調査内容】
　北部山間地域の活性化に関する事項
　（１）公共施設の在り方に関すること
　（２）農林業の多面的機能の維持に関すること 
　（３）移動手段の確保に関すること
　（４）その他関連事項　　

2月17日（火）　宮崎県日向市

2月18日（水）　大分県大分市

行政視察

意見交換会

● 議会だよりの編集・発行について
公募型プロポーザル方式による委託業者の選定

● 議会だよりの編集・発行について

　視察先において議会だより制作にあたり、市民に関
心を持ってもらうための紙面づくりの取り組み等につ
いて伺い、議会広報の必要性・重要性を改めて確認す
ることができました。

１月26日（月）
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議長の主な活動議長の主な活動

【議員研修】

請願・陳情の提出について

オンライン委員会の開催に向けての手順を確認

議会トピックス

昨年 12 月 22 日の 12 月定例会の閉会日から 2 月定例
会までの議長の主な活動を紹介します。

1 月   5 日（月） 新年賀詞交歓会（ホテルニューオータニ佐賀）

1 月 11 日（日） 消防出初め式（市民運動広場）

1 月 11 日（日） シン・二十歳のつどい（SAGA アリーナ）

1 月 25 日（日） 第 74 回校区対抗駅伝大会（干潟よか公園）

1 月 27 日（火） 九州市議会議長会第 4 回理事会（福岡県北九州市）

1 月 31 日（土） 佐賀バルーナーズ佐賀市ゲームデー
（SAGA アリーナ）

2 月   4 日（水） 全国市議会議長会第 243 回理事会・第 121 回評議員会
（東京都千代田区）

2 月   5 日（木） 市議会議員共済会第 3 回理事会（東京都千代田区）
シン・二十歳のつどいの様子

　令和 8 年 2 月 9 日に議員研修会を開催し、「オンラインによる委員会」の開催手順の確認と
シミュレーションを行いました。研修では、常任委員会ごとに分かれ、実際の運用を想定した
操作手順を一つひとつ丁寧に確認しました。大規模災害や感染症の発生時はもちろん、議員の
育児、看護、介護といった「やむを得ない事情」により招集場所への参集が困難な場合でも、
オンラインでの出席を可能とする準備を進めています。

市政などについての意見や要望があるときは、誰でも請願書
や陳情書を市議会に提出することができます。

▶提出に当たっては、議員の紹介が必要です。
▶議会でその内容を審議の上、採択・不採択を議決し、採択されたものは市長等へ送付します。

▶提出に当たって議員の紹介は不要です。
▶写しを全議員へ配布し、その後の取り扱いについては個々の議員の判断に委ねています。

請願

陳情

詳しくはこちら➡
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佐賀市議会ガイド

市議会とは

佐賀市議会議員の定数と任期

市議会 は、市民の意見を市政に反映させるため、日常生活にかかわるさまざまな問題を審議し決
定する場です。このため、市が執行機関と呼ばれているのに対して、議会は議事機関と呼ばれていま
す。主な役割は次の通りです。

■　市長や議員から提出された議案を審議して、その可否を決定します。
■　市の事務（予算の執行や条例に基づいた仕事）が正しく行われているか、調査・検査します。
　　また、監査を求める事もあります。
■　議案を提出します。（議員には、予算案の発案権はありません）
■　市民の生活に関わる問題について、県や国に意見書を提出します。
■　市民から出された請願や陳情を受理します。
　　請願については内容を審査し採択したものについては、その実現に努めます。

市 ( 執行機関 ) は、執行部局・行政委員会（教育委員会、選挙管理委員会など）・行政委員（監
査委員）により構成されています。市長は執行機関を統括し、全体の業務を調整しています。

定数：36 名　任期：4 年（今期は令和７年 10 月 23 日から令和 11 年 10 月 22 日まで）

◎議員の平均年齢：約 57.3 歳 ◎女性議員の割合：27.8％

令和 8 年 3 月末現在令和 8 年 3 月末現在

特 集

市　民

執行機関
（市長）

議事機関
（議員）

選　挙

市政の実施

執行部局

行政委員会

行政委員

請願・陳情

議員提出議案

議　案

議　決
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市議会の運営

議員の報酬

佐賀市議会には定期的に開かれる定例会と必要に応じて開かれる臨時会があり、議案などの審査をよ
り詳しく専門的に行うために４つの常任委員会を設けています。また、その時々の課題に関して必要
な調査を行うため、特別委員会を設置します。

議員の報酬・期末手当は、条例で定められています。報酬額を変更する場合は、この条例の改正が必
要で市長が諮問する佐賀市特別職給与等審議会からの答申を受けて議案として提出され、議会の議決
を経て決められます。

令和 8 年 4 月 1 日現在

※常任委員会、議会運営委員会、特別委員会の委員長は 10,000 円、副委員長は 5,000 円を加算。

臨時会

定例会 定例会は、一年間に4回（通常は3月、6月、9月、12月）
開かれます。

常任委員会

協議又は調整を
行うための場

議会運営委員会

特別委員会

委
員
会

市議会の議決が必要な事項が急を要し、定例会では間に合
わない場合、これを審議するために臨時会が開かれます。

北部山間地域の活性化に関する調査特別委員会

総務委員会
福祉生活委員会
教育環境委員会
産業建設委員会

全員協議会
議会運営等改革検討会
議会広報広聴委員会
議案勉強会
議会報告会
佐賀駐屯地対策協議会

会議の流れ
議会に市長または議員から議案が提出されます。

提出された議案の内容に関して、より詳しい説明を求めるために行います。

議長が常任委員会に議案の専門的な審査を委ねます。

議長から委ねられた議案を常任委員会で詳細に審査します。

常任委員会でどのような審査が行われたかを委員長が報告します。

採決を行う前に、議案に対する賛成・反対について意見を述べ賛同を求めます。

議員全員で議会としての意思を決定します。

議案の提出者が「なぜこの議案を出したか」を説明します。

市政運営全般に対して質問を行うことを、一般質問といいます。
市の現状や市政運営に対し、質問や政策提言を行います。
持ち時間は、質問と答弁を合わせて１人６０分以内です。

議 案 の 提 出

議 案 質 疑

委 員 会 付 託

委 員 会 審 査

委 員 長 報 告

討  論

採  決

提案理由の説明

一 般 質 問

議長 副議長 議員
707,000 円 620,000 円 565,000 円

●報酬（月額）　

●期末手当 期末手当基礎額（報酬月額× 1.15）× 3.5 月

令
和
８
年
度

佐
賀
市
の
予
算

令
和
８
年
２
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

一
般
質
問

佐
賀
市
議
会
ガ
イ
ド

　
常
任
委
員
会
の

　
審
査
報
告

　
委
員
会

　
活
動
リ
ポ
ー
ト



この冊子は1部あたり24.5円で制作しています。（ただし人件費など間接経費は含まれていません。）
発　行　佐賀市議会　　編　集　議会広報広聴委員会
〒840-8501　佐賀市栄町1-1　電話0952-40-731１

さが市議会だより Vol.94
令和8年5月15日発行

　新年度がスタ―トし、爽やかな風
が吹く季節となりました。我が家の
長男はこの春から中学生となり、新
しい制服へ袖を通す姿に成長を感じ
ました。
　さて、本号（９４号）からは２月
の視察で得た学びを生かし、インデッ
クス目次を取り入れました。これか
らも市民の皆さまとのつながりを大
切にした紙面づくりに努めてまいり
ます。また、５月３１日（日）には
議会報告会を開催いたします。ぜひ
お気軽に足を運んでいただき、皆さ
まの声をお聞かせください。

（江口由里子）

編集後記

みんなでかたろう！
市民と議員の意見交換会
令和８年度

議会報告会

佐賀市の今とこれからについて、かたり合いましょう！普段は入れない議場体験もできます！

会場 佐賀市役所本庁舎２階　議場
日時

参加無料　申込不要 13:00受付開始

佐賀市議会史上初
議場で議会報告会！

別途
案内

※託児・手話通訳・アプリによる音声の文字起こしをいたします。
ご希望の際は事前申込をお願いします。詳細等につきましては、
佐賀市議会ホームページをご覧ください。

１部　13:30 ～ 14:30 
議会報告会（議場体験）
①議会の取り組み
②４常任委員会紹介・報告
③報告等への質疑

２部　14:45 ～ 15:45
委員会別意見交換会（会議室）
◇総 務 委 員 会　32の地域力がつくる、これからの佐賀市
◇福祉生活委員会　介護について考えよう！
◇教育環境委員会　佐賀市のごみ出しについて
◇産業建設委員会　経済対策と上下水道について

令和８年５月31日（日） 13:30～

　「さが市議会だより」の表紙を飾っていただいている佐賀北高
等学校書道部のみなさんです。令和 8 年 2 月に開催された第 30
回全日本高等学校書道コンクールで、7 年連続で団体賞最優秀校
に選ばれ、29 度目の日本一に輝かれました。おめでとうござい
ます！

6月定例会のお知らせ
6月8日（月）午前１０時開会（予定）

会期日程等については、開会日に正式決定し、ホームページでお知らせします。
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